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 こんにちは。12月に入り、寒さが痛いくらいに感じられるようになりました。12月初

旬は秋学期の締めくくりである Final exam/project があり、慌ただしい日々が過ぎていきま

した。今回の報告書では、Final exam/project やその期間に参加したイベントや冬休みの旅

行についてまとめていきたいと思います。 

 

 Ottawa Gladorf High School での交流 

Buford Center という福井大学でいうところの国際課の立ち位置の部署が企 

画した Ottawa Gladorf High School での高校生との交流に参加しました。文化

の多様性を学ぶというその高校の授業の一環の活動で、グループに分かれて高

校生からの質問に答えていくというものでした。私(日本)以外にもスイスやサ

ウディアラビア、ナイジェリアといったまさに多文化の留学生が集っていまし

た。アメリカに来てポジティブな経験は、逆に嫌だった経験は何かあるか。ま

たアメリカに対するステレオタイプ的な価値観はあったかという質問が挙がっ

ていました。この交流で高校生の多文化に対する見識が広がればなと思います。 

 

 初めての教会訪問 

クリスチャンの方々が毎週日曜日に教会に集っていることをご存知の方もいるかと思 

います。映画で観るような The 教会で神父さんが話をするという場面を思いつ

く方が多いと思いますが、私が先日行った教会はそのイメージとは一味違うも

のでした。まず教会はビルの中の一区画にあり、こじんまりとした雰囲気とい

うのが第一印象です。時間になるとまず聖書から引用した歌詞が用いられた曲

が生演奏で始まりました。集まった方々は一緒に歌ったり、曲のリズムに合わ

せて身体を揺らせたり私がイメージしていた教会とは一味異なるものでした。

場所や雰囲気が問題では無く、何のために集まって何をしたいのかという 1人ひとりの意

識が、その場所を特別なものにしているのかなと考えさせられました。 

 

 Final exam/project を乗り越えて… 

秋学期の締めくくりである Final exam/project がついにやって来ました。個人的に他の

留学生と比べるとライティング、識字教育、スペイン語と数的には少ない方だったか

なとは思いますが、1つひとつのウェイトが重く終わるまで時間がかかり、正直中々

きつかったです。大学施設の紹介の時にも挙げたのですが、フィンドレー大学の施設

のほとんどが朝早くから夜遅くまで開いているので、Final exam/project 中多くの学生



が夜遅くまで勉強している姿が多く見られました。（かくいう私もその 1人でした

…）12月の 2週目の水曜に全ての Final exam/project が終了したので今はとにかくほ

っとしています。 

 

 留学生との別れ 

秋学期が終わりに近付くということは、1 学期だけフィンドレー大学に

来ている留学生との別れを意味します。秋学期中、苦楽を共にした日

本人留学生やチェコ、スイスから来ていた留学生たちとの別

れは本当に寂しかったです。Farewell party での彼らのスピ

ーチでは、「もっとここで過ごしたい」という声が多く、改

めて 1年間留学出来るこの環境に感謝の気持ちでいっぱいになりました。

悔いのないよう来学期も精一杯頑張っていきたいと思います。 

 

 まちに待った冬休み旅行！ 

さて、Final exam/project も終わり、いよいよ長い冬休みです。この留学期間中最も休 

みの期間が長いので、「たくさんのアメリカの景色を見たい！」と思い、冬休み

前半はニューヨークとワシントン D.C、後半はロサンゼルス、ラスベガス、サ

ンフランシスコを計画しました。図らずもアメリカ横断という旅が出来上がっ

てしまいました。現在この報告書をまとめている時期はワシントンにいます。

旅の 2 つ目のスポットのワシントンは歴史的な建物や、美術館、博物館などま

さに趣ある都市です。かたや 1 つ目のスポットであるニューヨークは毎日どこ

かしらで何か行われており、世界屈指のエンターテインメントの都市というのを全身で感

じることが出来ました。また、エンターテインメントだけで無く、9.11Memorial Museum

においては当時の状況や実際に使用されていた機材などが展示されており、アメリカにお

ける 9.11 の影響についてまざまざと考えさせられました。 

「人種のサラダボール」と呼ばれるだけあって、歩いている時、地下鉄に乗っている 

時、あらゆる場面で英語以外の言語や、様々な人種の方を見かけました。世界は私が思っ

ている以上に広くて、複雑なものというのを改めて観じました。 

今後の旅行で訪れる場所や出会いが楽しみです。後半の旅行については来月の報告書 

にまとめたいと思います。 

 

 いよいよ留学も後半戦に差し掛かりました。後期は体調管理に気を付けつつ、さらにも

う少し、いろいろな場面で自分を追い込んでみようと思います。 

最後まで読んで下さってありがとうございます。12月の報告は以上になります。ご質問

等ございましたら、国際課の方までご連絡よろしくお願い致します。 


